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鎌倉市議会議員久坂
く さ か

くにえ 55kusaka.sakura.ne.jp 

久坂
く さ か

くにえ通信 
                

 第６５代鎌倉市議会議長に就任させていただき、半年強が経過しました。なってみて改めて

感じたのは、女性議長の少なさ。 

全国の市区町村議会には 1,721 人の議長がいますが、そのうち女性議長はたったの 59 人で

約３％。（内閣府・女性の政治参画マップ 2019より） 

全国市議会議長会総会で、全国から議長が一同に会する機会が昨年ありましたが、私を含め

た女性議長の突出したマイナーぶりもむべなるかな、という感じです。 

一方、首都圏に位置する鎌倉市議会では、私が初当選した 2005年当時から女性議員は約 30％

程度を占めており、こうした課題は直接の肌感覚として持ちえなかったのですが、まだまだ過

渡期であることを感じます。 

９ 

 

 

■鎌倉の地方創生はどこへいく！？ 

 国からの大号令で始まった、地方創生。鎌倉市も今年度を

最終年度とした５年間の計画「鎌倉市まち・ひと・しごと創

生総合戦略」を策定しており、地方創生の取り組みを実行し

ています。 

 総合戦略の来年度以降の方向性を総務常任委員会の中で質

疑しました。（今年度は総務常任委員会に所属しています） 

というのも総合戦略では、「働くまち鎌倉」「住みたい・住み

続けたいまち鎌倉」を大きな２本柱とし、「若年層の移住促進」

「各地域の子ども会館や公園などの公共施設等を活用した

（略）常設等の子育て支援事業を実施」等の施策が掲載され

ています。 

しかし、次期総合戦略は策定されない予定で、来年度以降

のこれら取り組みについてはその実施が危ぶまれます。 

答弁によれば、総合戦略は単体の計画としてではなく、次

年度から始まる市の施策を網羅した第４期基本計画にその趣

旨が盛り込まれていくということでした。 

しかし例えば総合戦略で明確に記されている上記施策につ

いては、その施策が明記されていないこともあり、明確な後

継計画とはいいがたい内容となっています。 

総合戦略内で打ち出された方向性は、次期基本計画でも共

有されるべきテーマであり、各施策には一定の継続が必要と

考えており、引き続きの実施を要望しました。 
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いいかい 

久坂くにえまで 鎌倉市への要望、質問をお寄せください どんな事でも結構です！ 

ＴＥＬ／ＦＡＸ ０４６７-４７－１９０５ メール：kusakakunie@gmail.com  

ＨＰ （アドレス変更になりました）55kusaka.sakura.ne.jp   FB,TW 更新中！ 

プロフィール＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

水瓶座 Ｏ型 家族：夫、長男（小学生）長女（保育園） 聖心女子大学文学部英文学科卒業  

旅行会社海外営業・国内外ＩＴ会議手配プロデュース社を経て 2005年初当選 

現在 4期目 第６５代鎌倉市議会議長  

全国市議会議長会・地方行政委員会副委員長 

これまで副議長・監査委員・教育こどもみらい、観光厚生常任委員会各委員長 

予決算特別委員会委員長など歴任 現在：鎌倉のヴィジョンを考える会、総務常任委員会所属 

趣味：美術鑑賞、読書（今更ですが、村上春樹「騎士団長殺し」読了、今は「サピエンス全史」著

者ユヴァル・ノア・ハラリ「２１Ｌｅｓｓｏｎｓ」読中…いつ終わるかちょっと不安） 

 

■市議会業務継続計画（BCP）の取り組み 

 鎌倉市議会では今年度９月に市議会業務継続計画（以下 BCP）を策定しました。 

災害時の議会、議員、議会事務局の行動指針を定め、例えば各議員が地域において収

集した災害・被災情報を一元化して行政に提供すること等を盛り込んでいます。（議員

個々人から行政に連絡をとり、優先順位や現場の混乱を防ぐため。） 

昨年の台風１５号、１９号時にはこの議会 BCPが発動され、議会災害対策会議を設置、

情報収集、行政への情報提供、また議長の行政側の災害対策本部会議の出席・傍聴を実

施しました。 

全国で議会 BCP を制定しているのはまだ３％（４３議会）であり、先行している鎌倉

市議会ですが、意見・反省点を集約し、今後の取組に反映する予定です。 

また今般の災害では例えば避難所運営における職員の配置、また地域への情報提供、

市内緑地の適正管理など様々な課題が改めて浮き彫りになり、総務常任委員会などでも

報告されました。着実な対応が必要です。 

なお、先般ローカルマニフェスト議員連盟が実施する議会 BCP研修会にも参加し、 

熊本地震をケーススタディとした取り組みを学びました。罹災証明書の発行への備え、 

また熊本県弁護士会からは、個々の事例に対応できる災害ケースマネジメントのしくみ

づくり、そして女性・こどもの立場等に寄り添う避難所運営など…。 

研修会時に熊本市長は講演の中で、「災害はそれぞれの自治体によって被災状況などは

異なります、が、経験はシェアできる」ということを述べており、実感しました。 

 

■街をもりあげよう 

 ちょっと古い話で恐縮ですが、大船ハロウィン 

ウォークの開催は昨年で 2年目となりました。 

魅力的な店舗の集まっている大船地域の魅力の再確認、 

元気な子供たちの姿を地元の方にみてもらう事など街の盛り上げを目的にしています。 

新しいマンション建設、商業施設のオープンなど様々な変化の局面を迎える大船。様々

な方に街の魅力づくりに尽力頂いていますが、街の魅力の発信の必要性を一段と感じてい

ます。 

迎える大船地域ですが、 

みんな 

もりあげよう！ 
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